
 
研究紀要 R６－５ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

学校現場の「学級づくり」を支える教育センターの取組 

～「スリンプル・プログラム」 のスムーズな導入に向けて～（２年次） 

島根県教育センター浜田教育センター 
教育相談スタッフ 共同研究 



                         

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 １ 研究の背景 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

  （１）島根県内における不登校の現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

  （２）１年次に明らかになったこと ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

   

２ 今年度の研究の目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

   

３ 研究の方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

（１）「スリンプル・プログラム」の導入と継続的な取組の調査 ・・・・・・・・・・ ３ 

（２）「スリンプル・プログラム」の学校への導入サポートの実践 ・・・・・・・・・ ３ 
 

４ 研究の内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

（１）県内の教育委員会の調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

（２）大分県教育センターの調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

（３）先進的な学校の調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

（４）「スリンプル・プログラム」の学校への導入サポートならびに成果と課題 ・・・ 15 

 

５ 実践および研究の考察とまとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19 

 （１）当センターのサポート体制について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19 

 （２）次年度に向けて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

 

【引用文献】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 

【参考文献】 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22 

 

 

 

 

 

 

 

目 次 

【要旨】



- 1 - 
 

学学校校現現場場のの「「学学級級づづくくりり」」をを支支ええるる教教育育セセンンタターーのの取取組組  

～～「「ススリリンンププルル・・ププロロググララムム」」ののススムムーーズズなな導導入入にに向向けけてて～～（（２２年年次次））  

  

島根県教育センター浜田教育センター 教育相談スタッフ 共同研究 

 

【 要 旨 】 

不登校の児童生徒数は、全国的に増加傾向に歯止めがかかっていない状況があり、島根県も同

様の状況にある。令和４年に改訂された生徒指導提要では、不登校の未然防止に向けて新たに積

極的生徒指導に取り組む必要性が謳われている。具体的な不登校の未然防止のためのアプローチ

として様々な取組や方法があるが、その一つの方法として、児童生徒同士等が互いにかかわる力

を高めることで児童生徒等のよりよい関係づくりが進み、その結果、不登校の未然防止につなが

ることが考えられる。 

そこで、児童生徒同士等のかかわる力を高めることを目的とした、かかわりプログラム Slimple 

代表 曽山和彦氏の提唱する「スリンプル・プログラム」に着目した。「スリンプル・プログラム」

の導入サポートの在り方や、「スリンプル・プログラム」をきっかけにしながら、児童生徒の関係

づくりに対する教職員の意識の変容についてまとめていく。そこから、教職員の関係づくりに対

する意識の高まりが、不登校の未然防止の第一歩となる児童生徒同士の関係改善につながること

が分かった。 

 

【キーワード：不登校の未然防止 かかわる力 関係づくり】 

 

  

  

１１  研研究究のの背背景景  

（（１１））島島根根県県内内ににおおけけるる不不登登校校のの現現状状  

「令和５年度生徒指導上の諸課題に関する状況について」によると、島根県内小中学校

の不登校児童生徒数については、令和５年度も高い傾向で推移しており、1,000 人当たり

の小中学校の不登校児童生徒数ともに８年連続の増加になる。公立高等学校においても、

不登校生徒数については、増加に転じている（島根県教育庁教育指導課 R６:p２）。小中

高等学校すべての校種において、全国平均と比べて不登校児童生徒数が多く、島根県の教

育における大きな課題の一つであると言える。 

島根県教育センター浜田教育センター（以下、当センターとする）でも、不登校を主訴

とした相談は多く、不登校の状態になってからの学校復帰には多くのエネルギーが必要と

なる。 

不登校になった児童生徒の背景は様々であるが、近年の新型コロナウイルスの流行によ

り、様々な教育活動や学校行事が制限され、児童生徒同士等のかかわりや協働体験の機会

が減っていることなどで、学校での児童生徒同士の人間関係が希薄になっていることも不

登校児童生徒の増加と関連性があるのではないかと考えた。また、「令和４年度児童生徒の 
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問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」（文部科学省）を基に「不登校に関

するアンケート調査」が行われた（図１）（図２）。調査結果のまとめとして、不登校を経

験した児童生徒本人の受け止めとしては人間関係に起因するものが多い傾向があり、文部

科学省調査時に要因を分類している学校との認識に違いがあることが分かった（島根県教

育庁教育指導課 R６:p３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       「不登校に関するアンケート調査について」より一部抜粋 R6.6 島根県教育庁教育指導課 

 

図 1 小学校在籍時に不登校であった児童についてのアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

「不登校に関するアンケート調査について」より一部抜粋 R6.6 島根県教育庁教育指導課 

 

図２ 中学校在籍時に不登校であった生徒についてのアンケート結果 

 

これらの結果からも、児童生徒同士等の関係改善がなされることは、児童生徒が学校に

通いやすくなる、不登校の未然防止につながるきっかけになるのではないかと考える。 

 

（（２２））１１年年次次にに明明ららかかににななっったたこことと 

１年次に実施したアンケート結果より、教職経験の浅い教職員ほど学級づくりや児童生

徒の仲間づくりに困難を感じていることが明らかになった。その点を踏まえると、そのよ

うな教職員などに向けての集団づくりプログラムの提供は、教職員のニーズにも合致する

と考えられる。また、アンケートの中で「うまくいっている学級づくりのキーワード」の

問いに対しては「人と人との関係性」に関するワードが多く、かかわりの力を育てること 

※強調のための囲い枠は筆者が施す 

 

※強調のための囲い枠は筆者が施す 
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を目指している「スリンプル・プログラム」との親和性は高いと考えた。教職経験６年目

及び中堅に該当する教職員の中の一定数は「スリンプル・プログラム」を知っており、学

級づくりや児童生徒の仲間づくりの必要性を強く感じていることから、このプログラムを

活用し、校内 OJT を機能させて、困り感を感じている若手を中堅以降の教職員が中心とな

って引っ張っていくことが期待される。ただ、多忙な学校現場であることを考えると「ま

ずは自分の学級からはじめてみたい」という教職員への何らかのサポートは必要である。 
 

２２  今今年年度度のの研研究究のの目目的的  

令和５年 11 月に文部科学省より、「不登校の児童生徒等への支援の充実について（通知）」が

出された。その中の「不登校児童生徒への支援に対する基本的な考え方（別紙）」によれば、誰

もが安心して学べる魅力ある学校づくりに取り組んでいくことが求められており、次のような

記載がある。  

・入学直後や学級・ホームルーム替えの時期をはじめ、年間を通じて、日々の授業や特別活

動、朝の会・帰りの会等の教育活動全体の中で、他の児童生徒や教職員との人間関係の形

成に資する活動を十分な時間をかけて丁寧に行うこと 

                

上記の文部科学省の通知も参考に、本年度は多忙な学校現場において「スリンプル・プログ

ラム」の導入をきっかけとして、人間関係づくりへの教職員の意識を高めることを目的とした。

学校が継続して取り組むことができるよう当センターとしてどのようなサポートを学校に対し

て提供することが可能なのか、どのような取組が教職員の意識に影響するのか、協力校におけ

る実践を踏まえ検討することとした。そして、次年度以降、当センターが実施する研修事業に

おける研修講座や出前講座等の学校・教職員支援事業において、提供可能な事柄等を整理する

こととした。 

 

３３  研研究究のの方方法法  

（（１１））「「ススリリンンププルル・・ププロロググララムム」」のの導導入入とと継継続続的的なな取取組組のの調調査査  
「スリンプル・プログラム」の導入と継続的な取組について、他機関ではどのようにサ

ポートしているか調査を行う。取材先は、以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

（（２２））「「ススリリンンププルル・・ププロロググララムム」」のの学学校校へへのの導導入入ササポポーートトのの実実践践  

県内で「スリンプル・プログラム」に取り組みたい学校への導入サポートを行う。学級

づくりや仲間づくりへの意識を高めるために、多忙な学校現場にどのようなサポート体制

がよいかを明らかにする。 

■■教教育育委委員員会会、、教教育育セセンンタターーへへのの取取材材  
雲南市教育委員会 
出雲市教育委員会  
大分県教育センター  

■■学学校校へへのの取取材材  
   愛知県春日井市立西山小学校 
   大分県立竹田高等学校 

「不登校の児童生徒等への支援の充実について（通知）」「不登校児童

生徒への支援に対する基本的な考え方（別紙）」 R5.11 文部科学省 
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４４  研研究究のの内内容容  

（（１１））県県内内のの教教育育委委員員会会のの調調査査 

① 雲南市教育委員会の取組 

雲南市は 2022 年（令和４年度）より「雲南市不登校対策プロジェクト」を進めており、

今年度で３年目となる。不登校児童・生徒を減らすために共通して取り組む事項の重点

化「不登校への未然防止と初期対応の充実」の取組として、「①学校が安全・安心な場所

となるための基礎的・基盤的取組の充実 ②チームとして協働し対処する ③支援記録

などのデジタル化で情報を共有する」（雲南市教育委員会 R６:p４.p７.p９）ことを挙げ

ている。 

この「①学校が安全・安心な場所となるための基礎的・基盤的取組の充実」として「不

登校ガイドラインの活用促進」「不登校対応力育成講座」「集団づくり・学級づくりの研

修講座」があり、「集団作り・学級づくりの研修講座」として「名城大学：曽山氏の研修

会」（現在はかかわりプログラム Slimple 代表）が位置づけられていた。 

この研修会は毎回学校を会場に３年間実施しており、会場校だけでなく各学校からの

参加を要請し、市内ほとんどの教職員がこの研修会を受講したとのことである。３年間

の会場校は以下のとおりである。 

 

 

 

   今年度の研修会の受講者の感想としては次のようなものがあった。 

・「型」の大切さと「型」があることの安心感に気付いた。  

・価値づけや振り返りを大切にするなどのポイントを理解できた。 

・プログラムの意義と価値について再認識できた。 

曽山氏の講義を直接受けることで、すでに取り組んでいる教職員であっても改めて気

付いたことや再認識した内容があったことが分かる。そして中学校区を基本とした開催

であることから、校区内の教職員は基本的に全員参加であった。そのため「全職員で受

講できたことで共通理解が大きく進んだ。」という感想があったことも特徴的だったと

言える。 

また、各学校には『誰にでもできる中１ギャップ解消法』『超多忙でも実践できる！ス

リンプル・プログラム』（曽山氏著）の２冊を配布し、各学校が「スリンプル・プログラ

ム」に取り組めるよう支援している。書籍の配布と曽山氏を招いての研修会の実施を経

て、今年度は市内すべての中学校（６校）と 14 校（15 校中）の小学校が実施している

とのことである。 

  

② 出雲市教育委員会の取組 

出雲市は令和６年２月、「出雲市不登校対策指針」を策定し、これまで特別支援教育担

当者が中心となって進めてきた「だんだんタイム（よりよい人間関係づくり・対話力育

成プログラム）」を不登校対策として位置づけた。指針では、不登校対策の基本的な考え 

方として「不登校の未然防止に努めるとともに、不登校になったとしても、学校だけで 

令和４年度 加茂中学校、三刀屋小学校 

令和５年度 大東中学校、西小学校、木次小学校、斐伊小学校 

令和６年度 吉田中学校区（吉田中学校、吉田小学校、田井小学校）、掛合中学校、掛合小学校 
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はなく多様な学びの場を確保し、個々の学びを保証する。」（出雲市教育委員会 R６:p15）

と示した。「スリンプル・プログラム」は、この「不登校の未然防止」の取組の一つであ

る。指針の中では「だんだんタイム」に関して次のように記述されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「だんだんタイム」については、これまでも各学校へのサポートとして指導主事によ

る体験型研修の実施や指導上の留意点などがまとめられた「だんだんタイム（概要版)」

の配布等がなされてきた。しかし、１年次の紀要でも述べたように、実施している学校

では、その成果を感じつつも、マンネリ化やお題の設定など教職員が負担に感じる場合

があることや、意義が曖昧になっているなど課題も見えてきていた。 

そのため、今年度不登校対策指針の施策として挙げたのを機に「だんだんタイム」の

リスタートとして数年ぶりに中学校を会場

として曽山氏を招いての研修会が実施され

た。当日は生徒対象に師範授業が行われた

（図３）。曽山氏は「人間関係の達人になれ

ば、学校生活も社会生活も幸せになります」

と、この活動の意義を伝えられた。 

後日、出雲市教育委員会の担当者に話を    

聞いたところ、今回の研修会を通して「ス 

リンプル・プログラムが正しく理解されて 

いない」という大きな課題が見えたととも   

に、「だんだんタイムのリスタートに向けて大きな成果があった」とのことだった。参加

者からは「レクリエーションのひとつと考えていて、盛り上がりや楽しさを重視してい

た」「凝った質問を考えていたが、生徒が答えやすい質問を作成する」「前半の評価や後

半の振り返りができていなかった」などの感想があり、学校によっては「だんだんタイ

ム」の形骸化が危惧される記載もあったが、「指導者の在り方のイメージをつかむことが

できた」「短い言葉で説明や指示を出し、テンポよく進行していくことの大切さが分かり、

見習っていきたい」など、今後に向けて正しい理解の機会となったことも窺えた。 

新たに導入する学校には事前体験研修等の指導があるが、継続している学校には特に

サポートや途中の訪問指導等はなかったとのことである。学校の自主的な研修に任せて

あり、必要な学校は、市教育委員会のポータルサイトから必要な情報をとることはでき

ていたが、教育委員会として各学校がどのように「だんだんタイム」を実施しているか

把握はできていなかったそうである。 

Ⅳ 不登校対策の各施策 

１ 不登校の未然防止 

① 居場所づくり・絆づくりの促進 

全ての児童生徒にとって、学校、とりわけ所属する学級が安心・安全な居場所

となるよう取組を行う。特に児童生徒のソーシャルスキルやコミュニケーショ

ン能力の向上を図るため、特別活動の充実を図るとともに、市内全校で「だん

だんタイム（よりよい関係づくり・対話力育成プログラム）」の実施を推進する。 

 

 

図３  曽山氏による師範授業 

「出雲市不登校対策指針」R6.2 出雲市教育委員会 
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今回の研修会を経て、教育委員会としても「だんだんタイム」を今後どのように活か

していくか検討を重ねるとのことである。 

 

③ 雲南市教育委員会と出雲市教育委員会の取組から 

雲南市と出雲市の「スリンプル・プログラム」への取組から見えてくるのは、「教職員

の共通理解」「モチベーションの持続」の難しさである。どちらも市教育委員会が中心と

なって進めているが、学校全体で取り組むにはいかに一枚岩になれるかが鍵となる。研

修を受けた担当者が一人で校内に広めようとすると、共通理解を図るのも、準備を進め

るのも負担が大きくなってしまう。その点、市教育委員会が研修会を実施したり、導入

サポートがあったりすると教職員の共通理解や担当者の負担の軽減にもつながる。 

また、継続して取り組んでいる学校でも、校内での申し送りのみでは「スリンプル・

プログラム」のそれぞれの活動の意味や意義が伝わりづらく、形骸化してしまうことが

ある。児童生徒や教職員の飽きやマンネリ感から、楽しさ重視のレクリエーションにな

ってしまうことも容易に予想がつく。それを防ぐには曽山氏からの指導や、教育委員会

など外部からの働きかけが必要だと感じる。 

出雲市では、市教育委員会としての「だんだんタイム」の周知やかかわりを今後検討

するとのことである。雲南市でも中学校区ごとの研修会は今年度で終了するが、次年度

はフォローアップとして希望する学校へのサポートをしていくとのことである。 

 

（（２２））大大分分県県教教育育セセンンタターーのの調調査査  
 大分県では、県内全ての公立小中高等学校及び義務教 

育学校で、短時間で継続的（10 分間・週１回程度）に 

行う「人間関係づくりプログラム」に取り組んでいる。 

取組の概要やサポート体制について、いじめや不登 

校等に関する相談及び訪問支援（アウトリーチ）を行っ 

ている大分県教育センター教育相談部の小林部長、後藤 

指導主事からお話を伺うことができた（図４）。 

 

① いじめ・不登校に係る取組 

大分県教育センターでは、平成 27・28 年度に、いじめ・不登校を生まない学級及び学 

校づくりの促進につなげることを目的とし、大分県版「人間関係づくりプログラム（小 

学校版・中学校版・高等学校版）」冊子を全公立学校に 

配布している（図５）。プログラムは、友だちづくり（他 

者理解・信頼他者）、自分づくり（自己理解・自己肯定 

感・自尊感情の向上）、仲間づくり（相互理解・合意形 

成・調整力・リーダーシップの向上）から構成され、 

構成的グループエンカウンター、ソーシャルスキルト 

レーニング、アサーショントレーニング、グループ 

ワークトレーニング等、市販されている教育資料等を 

図４ 大分県教育センターの取材 

図５ 大分県版人間関係づくりプ 
ログラム 
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引用、参考にしながらまとめられている。エクササイズの内容、実施時期のタイミング、 

展開やワークシート等が掲載されており、学級担任が学級活動やホームルームの時間に

活用しやすい役立つ一冊となっている。 

大分県教育委員会は、平成 30 年度から「いじめ見逃しゼロ」をスローガンに、様々な

いじめ・不登校対策に取り組んでいる。不登校に対する支援をまとめた図６に示すよう

に、多様な学びを支援し、児童生徒の社会的自立を目指している。 

いじめ・不登校を生まない魅力ある学校づくりに向けた学校現場の当時の現状につい

て、大分県教育委員会は以下のように述べている。 

 

 

 

 

 

 

平成 27・28 年度に大分県教育センターが配布した大分県版「人間関係づくりプログラ

ム」は、一単位時間でまとめられていたことや、実施の有無が各学校の教職員の判断に

任されていたこと等から、教職員に普及しなかった。そこで、これらの現状を踏まえ、

「①魅力ある学校づくりの促進 ②いじめの認知力の向上や早期解決や新規の不登校出

現数の減少 ③教職員の学級経営力の向上」（大分県教育委員会 2021:p１）を期待し、

大分県教育委員会の学校安全・安心支援課が「短時間で継続的に行う『人間関係づくり

プログラム』」（以下、短時間プログラムとする）を打ち出した。そして、令和３年度か

ら大分県内全ての公立小中高等学校において「短時間プログラム」の実施が始まった。 

 

「不登校児童生徒支援ガイド」より一部抜粋 R6.3 大分県教育委員会学校安全・安心支援課 

図６ 大分県の多様な学び 

【現状】 
■児童生徒の良好な人間関係を築く取組が不十分 

■いじめの認知件数の増加、不登校出現率の増加 

■ベテラン教員の大量退職と経験の少ない若手教員の増加 

■大分県版「人間関係づくりプログラム」（小・中・高編）は策定されているものの、

全教職員に普及されていない 
「短時間で継続的に行う『人間関係づくりプログラム』

実践ガイド」より一部抜粋 R3.3 大分県教育委員会 

― 7 ―



- 8 - 
 

② 「短時間で継続的に行う『人間関係づくりプログラム』」とは 

図７は、全面実施に至るまで 

の経緯を示したものである。令 

和元年度は大分県教育センター 

が小学校と中学校で調査研究 

を、令和２年度は大分県教育委 

員会が大分県立学校で実践研究 

を行った。 

また、大分県教育委員会は、 

人間関係づくりプログラムの実 

践ガイド（図８）を策定し、大 

分県内の小中高等学校に配布し 

た。大分県教育センターと大分県教育委員会が連携しながら、段階的に事業体制を整え

ていった。「短時間プログラム」は、大分県版「人間関係づくりプログラム」を参考に、

「構成的グループエンカウンター」や「ソーシャルスキル」を取り入れ、短時間で継続

的に実施するものである(図９)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大分県教育センターは、令和５年度に「高校おける短時間で継続的に行う『人間関係

づくりプログラム』の効果的な活用に関する調査研究（２年次/２年）」を行った。成果

については、以下のように述べている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大大分分県県ののいいじじめめ・・不不登登校校にに係係るる取取組組ににつついいてて資資料料よよりり一一部部抜抜粋粋  

大大分分県県教教育育セセンンタターー  

〇生徒のアンケート結果分析では、経年変化を見ても、一貫して好意的に短時間プログ
ラムを受けとめており、ククララススのの居居場場所所づづくくりりにによよいい影影響響を感じるだけでなく、各各授授
業業ににおおいいててももよよいい影影響響を感じていることがわかった。授業のどの場面でよい影響を与
えたのかの質問に対して、Ｒ４年度は「ペアまたはグループワーク」が 67％と最も多
かったが、Ｒ５年度では「質疑応答」までも 47％から 61％まで大きく伸びた。 

〇実践校２校（Ａ校：３年間、Ｂ校：２年間）でアンケートの比較をすると、継継続続すするる
ここととでで２２校校間間のの差差ががななくくななりり、、全全ててのの項項目目がが肯肯定定的的なな評評価価に向上した。継続して実践
することによる確かな効果が見られた。３年間継続して短時間プログラムを行ったＡ
校では「協協調調性性（自分とは異なる環境や立場にいる人と協力しながら物事を進めてい
く力）」、「価価値値観観のの広広ががりり（自分以外の人のアドバイスを受け入れたり、新しい考え
を取り入れたりする力）」、「他他者者肯肯定定感感（相手のありのままを認める感覚力）」を高め
る可能性があると答えた割合が表のように上昇した（図 10）。 

図８ 人間関係づくりプロ  
   グラムの実践ガイド 

 

図７ 全面実施までの経緯 

図９ 短時間で継続的に行う「人間関係づくり 
プログラム」の内容 

「『大分県のいじめ・不登校に係る取組』説明 

資料」より一部抜粋 R6.10 大分県教育センター 

「高校における短時間で継続的に行う『人間関係づくりプググラム』の効果的な活用

に関する調査研究（２年次/２年）概要版」より一部抜粋 R6.3 大分県教育センター 

「短時間で継続的に行う『人間関係づくりプログラム』
実践ガイド」より一部抜粋 R3.3 大分県教育委員会 
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このように、高等学校において   

も短時間プログラムに継続的に取 

り組むことは、ソーシャルスキル 

だけではなく、共感的な人間関係 

を育み、将来の社会生活の中で必 

要な多様性の受容につながってい 

くと感じた。これらの力は、短時 

間で身につくものではない。「短 

時間プログラム」に継続して取り 

組むことは、自他の理解、コミュ 

ニケーション力などのキャリア教育の育成すべき能力の一つである人間関係活用能力に 

もつながっていくと感じた。 

大分県教育委員会義務教育課は、人間関係づくりの取組と合わせて、授業づくりのポ

イントをまとめた「新大分スタンダード」を展開している（図 11）。「新大分スタンダー

ド」は、基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着に加え、「学びに向かう力」と「思考

力・判断力・表現力」の育成を目指すものである。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、大分県教育委員会義務教育課は、「新大分スタンダード」の説明資料（めあてと

課題について）の中で、以下のように述べている。 

 
 
 

このように大分県では、「短時間プログラム」だけでなく、日々の授業においても生徒

指導の３機能を意識した授業づくりを行っている（図 12）。「短時間プログラム」を用い

た関係づくりと「新大分スタンダード」で示した授業づくりの２軸を継続することで、

学校が子どもたちにとって安心できる学びの場となり、子どもたちの学力の向上に寄与

していくと考える。 

 

図 11 新大分スタンダード 

「新大分スタンダード」R5.3 大分県教育委員会義務教育課 

「新大分スタンダード」のポイントの三つ目は、生徒指導の三機能を意識するというこ

とです。生徒指導の三機能を意識すれば、自ずと児童生徒の主体的な学び、協働的な

学びが実現できると考えられます。 

図 10 生徒アンケートの結果 

A 校「短時間プログラムはあなたにとってどんな力を高める可能性

があると思いますか？ 比較（R４ ｎ＝３３０ Ｒ５ ｎ＝３３７） 

「高校おける短時間で継続的に行う『人間関係づくりプログム』
の効果的な活用に関する調査研究（2 年次/2 年）」より一部抜粋 

 R6.3 大分県教育センター 

図 12 生徒指導の３機能を意識した 
授業改善のポイント 

「『新大分スタンダード』説明資料（めあ
てと課題について）」より一部抜粋 

H26.10 大分県教育委員会義務教育課 

「『新大分スタンダード』説明資料（めあてと課題について）」より一部抜粋 H26.10 大分県教育委員会義務教育課 
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③ サポート体制について 

大分県教育センターが行った、「高校における短時間で継続的に行う『人間関係づくり

プログラム』」の効果的な活用に関する調査研究の課題を、以下のようにまとめている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の課題を踏まえ、大分県教育委員会と大分県教育センターが協働して、各学校で

の「短時間プログラム」をサポートしている。曽山氏を講師に招き、各学校から必ず 1

名以上が参加する研修会を開催している。また、出前研修等の校内研修会の実施に加え

て、初任者研修等の資料に「短時間プログラム」を掲載するなど普及に努めている。 

また、例年通りの内容にしていると、各学校においてマンネリ化や目的を見失うこと

があるため、毎年重点的な取組を掲げて学校に提案している。令和６年度の重点的な取

組は、組織的な校内体制における計画的実施である。週１回 10 分の実施時間の確保や教

職員の共通理解の促進、校内事情を考慮した運用方法等、取り組む内容を具体的に示し、

学校の自走を支えている。「短時間プログラム」をツールとしながら実践と振り返りを繰

り返すことで、よりよい学級づくりや信頼できる人間関係づくりの構築に努め、いじめ・

不登校を生まない魅力ある学校づくりの推進に取り組まれていることが分かった。 

 

（（３３））先先進進的的なな学学校校のの調調査査 

１年次の研究では、10 年に近い実践を継続して行っている愛知県の２校の中学校から、

推進のためのノウハウや円滑な運営の仕方について学んだ。当センターとして島根県内の

学校へのサポート体制を検討するにあたり、小学校や高等学校での取組について学びたい

と考え、下記の学校を訪ねることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教教職職員員のの長長期期的的なな成成果果へへのの理理解解  

短時間プログラムを継続的に行うことによる生徒の長期的な成果についての理解が

まだ十分に進んでいない。短時間プログラムは「対話の練習」ととらえられがちであ

るが、「それぞれの視点や価値観のやりとりの仕方を学ぶ」場であり、「人間関係づく

り」につながる。そのことを教職員が認識して組織的に取り組むことができるよう、

有用性を感じている生徒の声や具体的な効果等を研修で発信していく必要がある。 

【【各各学学校校のの概概要要とと取取材材内内容容】】  

■■愛愛知知県県春春日日井井市市立立西西山山小小学学校校（にこにこタイム） 全校児童 200 人程度 

「スリンプル・プログラム」導入は 2016 年 今年度実践９年目 

取 材 日：令和６年 10 月 24 日 

取材内容：校長と教務主任からの取材と全学年のにこにこタイムの参観 

 

■■大大分分県県立立竹竹田田高高等等学学校校（スマイルタイム） 全校生徒 360 人程度 

「スリンプル・プログラム」導入は 2020 年 今年度実践５年目 

取 材 日：令和６年 10 月 15 日 

取材内容：校長と教頭からの取材と全学年のスマイルタイムの参観 

「高校おける短時間で継続的に行う『人間関係づくりプログラム』の効果的な活用に
関する調査研究（2 年次/2 年）概要版」より一部抜粋 R6.3 大分県教育センター 
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① 先進校：愛知県春日井市立西山小学校の実践 

春日井市の北側に位置する春日井市立西山小学校は、児童数 201 名、教職員数 22 名、

学級数 10 の学校である。視察の目的は、新しく「スリンプル・プログラム」を導入した

学校が直面する教職員の意識の差や取組のマンネリ化の解決に向けた工夫を見つけるこ

とである。授業観察やインタビューから、以下に工夫をまとめる。なお、西山小学校で

は、「スリンプル・プログラム」に係る研修をにこにこ研修と呼んでいる。 

 

ア 教職員の意識の差を埋める工夫 

■校務分掌への位置づけ 

西山小学校では、教務主任を中心にした SST/SGE（ソーシャルスキルトレーニング/

構成的グループエンカウンター）担当を校務分掌に位置付けている。担当が、にこに

こ研修及びにこにこタイムの運営を行っている。年度当初のにこにこ研修では、にこ

にこタイムの意義やめざす姿を示し、共通理解を図っている。この時に、実際にエク

ササイズの１つである「いいとこみつけ」を体験する時間を設けることで、学級で実

際に行うイメージも共有している。教職員もエクササイズを体験することで、児童の

立場を感じることができ、にこにこタイムの指導に生かすこともできる。年間を通し

て、新しいエクササイズに入る前には、エクササイズを体験する時間を設けている。

にこにこ研修におけるエクササイズの体験は、教職員間の人間関係づくりにもつな 

がっている。 

 

■教職員が自分事として取り組むようになる手立て 

担任だけでなく、担任以外の教職員も意識を高くもち「チーム西山」として取り組

むために「先生シャッフル」という取組をしている。管理職や専科も含めて、いつ、

どの学級でどのようなエクササイズを行うかの計画が示されている。その結果、すべ

ての教職員が自分事として、にこにこ研修にも参加するようになる。また、週 1 回の

にこにこタイムにも関心をもち、担当でない場合でも教室へ足を運ぶようになり、自

然と児童の様子について教職員同士が話をする姿も見られるようになったとのことで

ある。自分事として考えることで、児童を中心に据えた教職員間のコミュニケーショ

ンの輪が広がっていると感じた。 

 

■教職員用の「にこにこファイル」の作成 

全教職員に 1 冊ずつ「にこにこファイル」を配付している。「にこにこファイル」に

は、年間指導計画や指導案を綴じてあり、見通しをもって教育活動を進めることがで

きるとともに、新しく赴任した教職員が参考にすることができるように整えられてい

る。 

 

イ マンネリ防止の工夫 

■学年シャッフル 

西山小学校は、９年間にこにこタイムを継続している。その経過の中で、先生 
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シャッフルだけでなく、学年間で児童同士を入 

れ替える「学年シャッフル」も試み始めている 

（図 13）。昨年度は、５年生に６年生の姿を手本 

にしてほしいという願いから、まず、５・６年生 

のみで試した。クラスの半数を入れ替え、２学年 

が混ざったグループでエクササイズを行った。 

６年生とのつながりができることで、５年生の 

高学年としての意識の変容が見られた。学年間 

をシャッフルする効果を教職員側も実感したので、今年度は、１年生と６年生、２年 

生と６年生、３年生と５年生、４年生(２クラスを半数ずつ入替)という計画で、全校 

で行っている。 

 

■講演会の実施 

４年生以上の児童に対して、にこにこタイムの意義を知ってもらうために、曽山氏

の講演を聞く機会を設けている。その結果、児童自身がにこにこタイムの目的やよさ

を知り、自分たちの成長に気付き、自信につながっているとのことだった。 

 

ウ 視察を終えて 

教職員や児童の変容を校長と教務主任にインタビューをした。以下に、内容をまと 

めた。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

全学年の指導計画や指導案、教材の資料を当センターへも提供してくださった。こ

れらの資料は、島根県内の学校への導入サポートに活用させていただいた。 

視察を通して感じたのは、目の前の児童の姿に応じて、新たな試みをされているこ

と、児童を中心に据えて、教職員間の人間関係が円滑に構築されている様子があった

ことだ。そして、これらが学校の安心・安全な環境づくりにつながっていると感じた。 

 

② 大分県立竹田高等学校の実践 
 大分県立竹田高等学校（普通科）は、熊本県と宮崎県に隣接する大分県の南西部に位  

置し、生徒数 360 人規模の高等学校である。壁面には学びの象徴として、「夢への挑戦」、 

西山小学校は、不登校の児童がいない状態である。別室登校の児童が２名いるが、

その児童もにこにこタイムに参加するようになっている。また、場面緘黙で低学年

時は筆談で参加していた児童も、学年が上がるにつれて話せるようになった。 
児童だけでなく教職員間のコミュニケーションも活発になり、自然とその場で児

童のよい姿などの情報共有が行われるようになっている。全校が集まる場やにこに

こタイム以外の場でも、教職員がアイメッセージを使っている姿が増えてきている。

全校が集まる場での指導者の姿が、他の教職員のモデルになっている。 
西山小学校の卒業生の多くが進学する中学校でも「スリンプル・プログラム」が

スタートしている。それぞれの学校からの要望で始まっており、西山小学校の教職

員が講師として広めている。 

図 13 １年生と６年生の学年シャッフ
ルの様子 
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「駆け上がれ夢への階段」（図 14）と記されている。2020 年度（令和２年度）より「短

時間プログラム」をスタートさせ、現在５年目に当たる学校である。昨年度は、曽山氏

を招いた研修会を開催する等、積極的に取り組まれている。高等学校での取組について、

大分県教育センターの後藤指導主事同行の元、西村校長と小野教頭にお話を伺うことが 

できた（図 15）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 体制づくり  

■学校の重点目標 

竹田高等学校では、月に１〜２回程度、火曜日の７限後にスマイルタイムを実施し 

ている。目的は、ペアやグループでの活動を通して多くのクラスメイトと触れ合い、 

他者理解や自己理解を深めることと、生徒の良好な人間関係を構築し、いじめ・不登

校を生まない魅力ある学校づくりを促進することである。学校の４つの重点目標のう

ち１つは、対話を通した多様性の認め合いや支え合いによる生徒誰もが輝く「活躍の

場」や「居場所づくり」である。その達成に向けて、生徒指導の３機能（自己決定、

自己存在感、共感的人間関係）を意識し、教師－生徒間、生徒－生徒間の共感的人間

関係を構築すると基本方針に掲げている（大分県立竹田高等学校 R６:p11）。 

 

■組織づくり 

校内では、保健・教育相談部がスマイルタ

イムの計画を立て、学級単位で担任等を中心

に取り組んでいる。年間行事予定に組み込み

システム化することで、教職員の取り組みに

対する意識を高めている。学期に数回の実施

状況の学校もある中、月２回の実施を継続し

ていくためにも、教職員で体制を見直し、業

務改善を行いながらよりよい方法について

検討を重ねている。 

 

■スマイルタイムの授業見学 

実際に、スマイルタイムの見学をさせてい 

ただいた。図 16 は、令和６年度の年間計画 

である。伺った日は二者択一に取り組んでお 

図 15 取材の様子 図 14 校舎壁面に記された竹田高等学校の 
学びの言葉 

図 16 スマイルタイム年間計画 

「研究に係る視察資料」R6.10 大分県立竹田高等学校 
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られた。あいさつや、相手を見てうなずきながら聴く等の基本的なルールに、否定せ

ずに最後まで聴くことを追加している。共感的な人間関係を形成するためにも、否定

せずに聴くことを定期的に継続して意識する場があることは、生徒たちのソーシャル

スキルを高め居場所づくりにつながるとともに自己のかかわり方を見つめ直すよい機

会になっていると感じた（図 17）。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 成果 

■生徒対象アンケートより 

竹田高等学校が実施した生徒アンケート 

の結果によると、生徒たちはスマイルタイム 

の時間を肯定的に捉えていることが分かっ 

た。図 18 は、学校生活の中で、どこで役立っ 

ているかの質問に対する回答である。授業と 

答えている生徒が 74％と高く、質疑応答やペ 

ア・グループワークで身につけたソーシャル 

スキルを活用していると考えられる。また、 

学校行事や休み時間と回答している割合も 

高く、授業以外の場面においても、学級を越 

えた他者とのかかわりにも役立っていると考   

えられる。 

竹田高等学校では、生徒の学級満足度や学級の状態を把握するために WEBQU を実施

している。今年度７月時点の集計結果では、過年度と比較すると学級生活満足群が低

く、学級生活不満足分が高くなっているが、学校では２学期の学校行事等により、さ

らに生徒同士の触れ合いが増えることで上昇に転じると予想されていた。スマイルタ

イムの継続によりかかわりの素地がある生徒たちだからこそ、教職員は焦ることなく

見守ることができていると感じた。 

  

当センターでは、この２年間をかけて、先進校の小中高等学校の取材を行ってきた。各

学校での工夫や実際の取組について情報提供していけるよう整えたい。 

 

 

 

 

 

図 17 スマイルタイムの様子 

図 18 生徒アンケートより 

参考）「研究に係る視察資料」 

R6.10 大分県立竹田高等学校 

選択肢ごとの割合は、それぞれの選択者数に基づいて算出して

いるため、合計は 100％にならない 

74％ 

50％ 

７％ 

15％ 

56％ 

この活動は、学校の生活の中でどこに役立っていると

思いますか？（ｎ＝３05、複数回答可） 
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（（４４））「「ススリリンンププルル・・ププロロググララムム」」のの学学校校へへのの導導入入ササポポーートトななららびびにに成成果果とと課課題題  

① 能力開発研修「学級づくり・仲間づくり講座」ならびに学校・教職員支援事業の実施 
積極的・未然防止的な視点による活動を県内に広め   

るという視点から、曽山氏を講師に招き能力開発研修  
「学級づくり・仲間づくり」を開催して２年目になる。 
昨年度はオンライン開催となったが、今年度は５月 30 
日に集合型研修を行った（図 19）。受講者は、かかわ 

る力が不足している現代において、意図的にソーシャ 

ルスキルを身につけるかかわる場の設定が必要なこ 

と、教師と子ども、子ども同士の関係づくりの大切さ 

等について学んだ。また、「スリンプル・プログラム」 

のエクササイズ体験を通して、そのしくみやポイント 

について理解を深めた。 
教育委員会や学校から依頼を受け、学校・教職員支 

援事業として生徒指導と「スリンプル・プログラム」 
に関する研修会を６回（５月〜９月）開催した（図 20）。 

生徒指導上の課題を未然に防止するためには、全ての 

児童生徒を対象にした発達支持的生徒指導が重要であ 

ることや、「スリンプル・プログラム」について紹介した。各研修会の概要は下記のと 
おりである。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
② 研修後のアンケート結果より 

能力開発研修や上記の研修会を受講した教職員を対象にアンケートを実施した。図 21

に示すように、発達支持的生徒指導について、個人では取り組んでいる、または取り組

んでいるかもしれないが、本当にこれでよいのか不安を感じている教職員が半数以上と

いう結果であった。学校全体で意識して取り組んでいる学校は少ないことが分かる。 

また、「スリンプル・プログラム」に取り組む際に、多忙な現場においてどのような

サポートを希望するか調査した結果、図 22 のように、教材や指導案、年間計画の提供

へのニーズが高いことが分かった。 

 

図 19 学級づくり・仲間づくり講

座の様子 

【【各各研研修修のの概概要要】】  

■能力開発研修「学級づくり・仲間づくり」講座の概要 
日 時：令和６年５月 30 日(木) 10 時～12 時 13 時～15 時  
形 式：集合型研修 
受講者：小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校の教職員 
 

■学校・教職員支援事業「スリンプル・プログラム」について 

時 期：令和６年５月～９月 ６団体からの申し込み 

受講者：小学校・中学校の教職員、生徒指導主任、指導主事 など 

図 20 学校・教職員支援事業の 
様子 
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以上の結果を踏まえ、当センターで考えた「スリンプル・プログラム」の導入を支え

るサポート内容は以下のとおりである。また、教材や指導案等をまとめたスタートアッ

プセットを作成した（図 23）。 

 

 

 

 

 

 

 

「スリンプル・プログラム」に取り組みたいと回答した学校等 

に、チラシ（図 24）やスタートアップセットについて紹介し、各 

校のニーズを把握した。小学校５校、中学校１校、特別支援学校 

１校の全７校に教材を提供した。その中から、小学校２校、中学 

校１校の計３校を協力校としてサポートすることとなった。３校 

の概要は以下のとおりである。 

 

図 23 スタートアップセット 

【サポート内容】 

◼教材の提供 

◼管理職への説明 

◼学級づくりやスリンプル・プログラムの研修 

◼エクササイズ研修 

◼打合せ、各種相談 

◼授業見学、振り返り 

【【協協力力校校のの概概要要】】  

◆◆浜浜田田市市立立ＡＡ小小学学校校（いいねタイム） 全校児童 110 人程度 

「スリンプル・プログラム」導入は 2024 年９月 全校で導入（学級毎に実施） 

きっかけ：人間関係が固定化する面があり、児童同士のかかわる力を高めたいから 

 

◆浜浜田田市市立立ＢＢ小小学学校校（ほっとわくわくタイム） 全校児童 10 人程度 

「スリンプル・プログラム」導入は 2024 年９月 全校で導入（全学年一緒に実施） 

 きっかけ：友達同士の会話に否定的な面が見られ、子ども同士のかかわりを深めた 

いから 

 

◆◆浜浜田田市市立立ＣＣ中中学学校校（ふかめたいム） 全校生徒 90 人程度 

「スリンプル・プログラム」導入は 2024 年７月   ２年生で導入 

きっかけ：人間関係が固定的な面があり、グループ活動等をしても話せる人・話せ 

ない人の差があるから 

【教職員】不登校やいじめ等、諸課題の未然防
止を意識した取組をしていますか？（ｎ＝31）      

                                                                                       

図 21 未然防止を意識した取組の実施の有無調査 

【教職員】どんなサポートがあると取組や
すいですか？ （n=68、複数回答可） 
     

図 22 サポート体制についての調査 

選択肢ごとの割合は、それぞれの選択者数に基づいて算出してい

るため、合計は 100％にならない 

図 24 チラシ 
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③ サポートの実際 

 ア サポート内容の詳細 

■教材の提供と打合せ・相談 

エクササイズで使用する教材の提供に合わせて、 

週時程や年間計画、児童生徒への伝え方等について 

各校の担当教職員と打合せを行った（図 25）。学期 

ごとに年間計画を立てたり、長期休業中や放課後等 

に年３回程度の打合せを行ったりするなど、年度途 

中から新たなチャレンジをはじめる学校の負担にな 

らないよう、学校や担当教職員の意向を確認しなが 

ら進めた。 

 

■管理職への説明、学級づくりやスリンプル・プログラムの研修 

「スリンプル・プログラム」を導入したいと思って

いる教職員のスタートアップをサポートできるよ

う、管理職にスリンプル・プログラムについて説明し

た。また、教職員が「スリンプル・プログラム」の目

的について共通理解を図れるように、発達支持的生

徒指導や学級づくりも含め、「スリンプル・プログラ

ム」について研修会を行った（図 26）。教職員が意

図的なかかわりの場を設定する有効性に気付けるように、アドジャンの体験を取り入

れながら進めた。 

 

■エクササイズ研修 

アドジャン、質問じゃんけん、二者択一、いいと 

こ四面鏡、一分間スピーチのエクササイズについて、 

各校のニーズに合わせて日時や内容を調整し、エク 

ササイズ研修を行った（図 27）。30 分程度の研修内 

容とし、エクササイズ体験に加えて、価値づけや、 

教職員と児童生徒の縦のつながりの大切さを繰り返 

し伝える場となるよう意識した。 

 

■授業見学、振り返り 

エクササイズごとに、各学校の授業見学をさせていた

だいた（図 28）。授業見学を通して、教職員の話をしっ

かりと聞く児童生徒の様子や、子どもたちの姿に対して

効果的な価値づけをされていることなど、変容や感想等

をお伝えした。継続していく中で、「スリンプル・プロ 

     グラム」の型への意識が薄くなったり、レクリエーショ 

図 25 打合せの様子 

図 26 教職員への説明の様子 

図 27 エクササイズ研修の様子 

図 28 かかわる様子 
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ンになったりしてしまう可能性もある。そのため、変容や感想を伝えることで、児童

生徒は楽しむ時間、教職員はかかわる力の指導の時間であるという意識が継続するよ

う心がけた。 

 

    イ 「〇〇タイム」に取り組んだ感想 

児童生徒、教職員を対象にアンケートを行っ 

た。約９割の児童生徒は、図 29 に示すように、 

「スリンプル・プログラム」の時間を肯定的に 

受け止めていることが分かる。また、図 30 は、 

「〇〇タイムがはじまってよかったこと」につ 

いてまとめたものである。「自分のことを知っ 

てもらえる」と回答した児童生徒が 62%と多く、 

小学校、中学校ともに一番高い割合であった。 

また、半数以上の児童生徒が授業の中で話し合 

いがしやすくなったと回答しており、授業へのよい影響も見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 31 は、教職員に児童生徒の変容を調査したまとめである。77%の教職員が、子ど

も同士のつながりが強まったと回答している。『超多忙でも実践できる！スリンプル・

プログラム 週 1 回 10 分の「〇〇タイム」で「かかわりの力」を育てる』（曽山氏著）

の中でも、「気楽に、気軽に、気長に…スリンプルは『漢方薬』」(曽山 2023:p11)と

述べられているが、わずか４ヶ月程度で児童生徒の変容が見られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教職員】児童生徒の変容について（ｎ＝13、複数回答可） 
     

図 31 教職員対象アンケートより 

選選択択肢肢ごごととのの割割合合はは、、そそれれぞぞれれのの選選択択者者数数にに基基づづいいてて算算出出ししてていいるるたためめ、、合合計計はは
選択肢ごとの割合は、それぞれの選択者数に 
基づいて算出しているため、合計は 100％にならない 

図 30 児童生徒対象アンケートより 

【児童生徒】〇〇タイムがはじまって、よかったことは何ですか？（ｎ＝137、複数回答可）                                                                                          

【児童生徒】〇〇タイムは、楽しいですか? 

（ｎ＝135）      

                                                                                       

図 29 児童生徒対象アンケート 

選選択択肢肢ごごととのの割割合合はは、、そそれれぞぞれれのの選選択択者者数数にに

基基づづいいてて算算出出ししてていいるるたためめ、、合合計計はは 110000％％にに

  

選択肢ごとの割合は、それぞれの選択者数に 
基づいて算出しているため、合計は 100％にならない 
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これらの結果を踏まえ、「スリンプル・プログラム」を手段として用いる有効性に

ついて、当センターにおいても実感している。意図的なかかわりの場面を設けること

で、ソーシャルスキルが高まるだけでなく、固定化しがちな人間関係を緩和し、児童

生徒同士のつながりが広がる可能性がみえる。これは、研修や振り返り等を通して、

教職員で意義や方法を共通理解して取り組めた成果だと感じている。 

一方、校内体制については課題が残る。次年度以降も継続していくためには、教職

員の異動もある中で、意義や方法等を共通理解していく校内体制が必要となる。その

重要性については各校にお伝えしてきたが、目的を見失わずに自走し続けていくため

にも、先進校から学んだ組織体制づくりや校内研修の開催等のノウハウを参考に、２

年目以降の伴走支援について、学校のニーズや実態を踏まえながら提案していけるよ

う検討していきたい。 

 

５５  実実践践おおよよびび研研究究のの考考察察ととままととめめ  

（（１１））当当セセンンタターーののササポポーートト体体制制ににつついいてて  

学校現場の学級づくりや仲間づくりを支えていく一つの方法として、「スリンプル・プ

ログラム」について学び、２年間の実践研究に取り組んできた。２年目となる今年度は、

学級づくりを支えるサポートの在り方について、先駆的に取り組まれている教育委員会や

先進校から学び、その内容を生かしながら、当センターのサポート体制について探り、教

職員の意識の変容に注目した。このことについて、協力校の教職員からのアンケートをも

とに考察していく。アンケートには、以下のような記述が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

サポート体制についての問いでは、図 32 に   

示すように、教材や指導計画の提供が好評で 

あった。教材等の提供は、多忙な学校現場に 

とって、取組をはじめる際の有効なサポート 

であったと考える。また、協力校のニーズを 

踏まえてはじめた、30 分で継続して行うエク 

ササイズ研修も好評であった。短時間かつ時 

期や内容を、学校のニーズに合わせて実施し 

たこと、またシンプルに学べたことが、この 

結果につながったと考える。教職員の意識の 

変容についての調査では、以下のような変容 図 32 教職員対象アンケートより 

【教職員】サポート体制についてよかったこ
とは何ですか？  （ｎ＝１３、複数回答可） 
                                                                                       

100％  

７７％  

７７％  

54％ 

46％ 

15％ 

・教材を提供してもらったおかげで、大きな負担なく取り組むことができた。 

・研修がシンプルでよかった。 

・センターが身近に感じられるようになった。 

・具体的な声かけや活動の仕方を教えてもらい実践しやすかった。 

・授業を見てフィードバックがあることで、生徒の様子や課題等に気付くことができた。 

・現場のことを考えて、丁寧なサポートだった。 
※強調のための下線は筆者が施す 

選択肢ごとの割合は、それぞれの選択者数に基づいて算出しているた
め、合計は 100％にならない 
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が見られた(表１)。 

 

  
項目 自由記述より 

子ども同士の 

つながり 

・子ども同士の横のつながりの大切さに気付けた。 

・子ども同士の横のつながりが、さらに広がるようにしたい。 

・この活動を通して、「つながり」の重要性を再確認することができた。 

・つながりは自然にできるものではなくて、意図的なかかわりを積み上げ 

ていくことで形成されるものだと感じた。 

・手伝ってほしいとき、分からないことがあったときなどに、まずは友達 

に声をかけてみるように伝えるようになった。友達とかかわりにいける

ような機会を作るよう、意識するようになった。 

教師と子どもの

つながり 

・結果を急がず、子どもを見守れるようになった。 

・つながっていることの安心感は、子ども同士はもちろんのこと、教師に 

とっても安心感となり、私が子どもたちを信じることにつながった。 

・授業と違って「「何かを達成しなくてはならない」ことから解放される大

切さを子どもの生き生きとした姿から感じた。このような時間を他にも

とることで、子ども同士、教師と子どもの関係によい影響がある。 

教師間のつなが

りや魅力ある学

校づくり 

・子どもの姿を情報共有する回数が増えた。（２） 

・かかわる力を身に付けることによって、安心・安全な学校づくりや主体 

的・対話的で深い学びにつながっていくことが分かった。 

 

このように、教職員と児童生徒とのつながり、児童生徒同士のつながり、教職員同士の

つながりができることは、魅力ある学校づくりにつながっていくことを、協力校の教職員

が感じている。定期的な実践ならびにエクササイズ研修を通して、継続して関係づくりの

大切さに触れたことが、このような教職員の意識の変容につながったと考える。１年次の

研究結果より、学級づくりや仲間づくりについて、経験の浅い教職員ほど困難さを強く抱

いていることが明らかとなった。関係づくりを基盤とした学級づくりの重要性について、

若手教職員が増える学校現場に伝えていくことで、関係づくりに対する教職員の意識を高

めていきたい。 

 

（（２２））次次年年度度にに向向けけてて  

これらの結果を踏まえ、次年度は以下のようなサポートをしながら、学校の学級づくり

や仲間づくりを支えていこうと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■能能力力開開発発研研修修「「学学級級づづくくりり・・仲仲間間づづくくりり講講座座」」  

   →曽山氏によるスーパーバイズ 

  

■■出出前前講講座座ななららびびにに学学校校・・教教職職員員支支援援事事業業  

    →校内教職員に向けて意義や目的の共有化を図る 

  →エクササイズの習得ならびに関係づくりへの意識向上 

  

■■ススタターートトアアッッププセセッットトのの提提供供  

    →教材や指導案等を提供することで、はじめての取組を支える 

表１ 教職員の意識の変容  

 

※強調のための下線は筆者が施す 
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前述したサポートにて、はじめて取り組む学校のスタートを支えていくだけでなく、取

組を継続する２年目以降の学校もサポートしていく。校内の組織体制や校内ミニ研修の開

催など、教職員が一枚岩となり行動していけるように校内体制づくりのサポートも大切で

あるが、継続していくためには、外部講師から意義や方法等を確認してもらう場も重要で

ある。県内においても、「スリンプル・プログラム」に取り組む学校が広がってきており、

中学校が中心となり、校区内の小学校に広げる取組をされた学校が複数校ある。曽山氏を

お招きし、実際の授業の様子を見ていただき、スーパーバイズを受けた学校もある。各校

の自走に向けて、今後も取り組んでいきたい。 

今回は「スリンプル・プログラム」をきっかけとしたが、かかわる力を高め人間関係を

形成していくことは、安心な居場所づくりにつながり、安心できる環境で学ぶことは、社

会性の育成や確かな学力につながっていく。「スリンプル・プログラム」を取り入れなく

とも、学びの基盤となる学級づくり、仲間づくりの大切さについて教職員が理解を深め、

そこに十分な時間をかけて丁寧に行う意識を高めていくことが、不登校の未然防止につな

がる第一歩だと考えている。 

最後に、この実践研究に多くの助言をいただいた曽山和彦氏、取材に応じてくださった

大分県教育センター、愛知県春日井市立西山小学校、大分県立竹田高等学校、雲南市教育

委員会、出雲市教育委員会、そして協力校３校のみなさんに改めて謝辞を伝えたい。 

この研究は、島根県教育センター教育相談スタッフ島田さつき、秋山朗子、永見修一、

太田景子、恩田智恵が共同で行った。 
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